１．実施概要

　⑴　実施期間　　　　：平成22年12月15日～平成23年1月14日

　⑵　意見を求めた計画：大垣市青少年健全育成計画
２．実施結果

　⑴　意見提出者数：２人
　⑵　意見提出件数：３件
３．意見の概要と市の考え方

	№
	意 見 等 の 概 要
	市 の 考 え 方 （対 応）

	１
	「家庭の日」を定着させるために、1年に2回くらい、「家庭の日」に家族で行ったことを、小学生であれば絵日記などにして学校に提出するようにするとよいのではないか。

その際、親子で何を話したかを書く欄があるとよいと思う。

	「家庭の日」に親子で話をし、家族の絆を深めるきっかけづくりとすることは大切なことであると考えます。

ご意見を参考にさせていただきながら、学校や地域と連携して、「家庭の日」の定着に努めてまいります。


	２
	問題を抱える親が、誰に相談してよいのか、どこへ行けば適切なアドバイスや支援をしてもらえるのか、何もわかっていない状況が多い。
支援を必要とする親にとって相談機関などが身近な存在となるようＰＲし、学校・地域・行政による支援の充実を図ってほしい。

	相談については、相談機関が身近な存在となるようにＰＲに努めます。また、子どもやその保護者が抱える多様な相談内容に対応できるよう、相談機関の機能充実を進めてまいります。
支援を必要とする子どもやその保護者に対しては、学校や地域、ＰＴＡ、行政が連携し、支援を強化していくためのネットワークを構築します。


	３
	子どもたちは、たいへん素直にひたむきにがんばっていると思う。むしろ親や大人の方に自分勝手な解釈で、子どもたちに悪い影響を与えてしまっているように思えてならない。
健全な青少年を育成するため、より一層家庭教育の充実を図ってほしい。
	家庭教育学級や、親が参加する行事等の機会を利用した学習講座を開催し、家庭教育の充実を図ります。

また、「大人が変われば、子どもも変わる」運動や「大人も子どもも、社会のルールを守ろう」運動など、青少年育成団体等と連携して市民に呼びかけ、子どもに模範を示せる大人自身のモラル啓発の強化を図ります。



大垣市青少年健全育成計画策定に関するパブリックコメントの実施結果








1

